












































































CE0 CE1 CE2 CE3
TOEFL®iBT 39-44点 45-51点 52-60点 61-75点
TOEFL®ITP Level 1 430-449点 450-469点 470-499点 500-539点
TOEFL®ITP Level 2 430-449点 450-469点 470-499点 500点
TOEIC®/ TOEIC®IP 500-549点 550-599点 600-674点 675-819点
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ERP学生/全体数 割合（％） ERP学生/全体数 割合（％）
2015 21/31 67.7 11/23 47.8
2016 23/31 74.2 8/30 26.7


































































  n 平均値 標準偏差 標準誤差 t df p
 事前テスト 136 457.6 19.2007 1.6464 9.3109 135 0.0001
 事後テスト 136 477.8 26.4137 2.2649
表6　事前・事後テスト基本統計量およびｔ検定結果：2015年度秋学期ERP受講者
  n 平均値 標準偏差 標準誤差 t df p
 事前テスト 42 481.4 33.2344 5.1281 0.2609 41 0.7954
 事後テスト 42 480.4 31.9975 4.9373
表7　事前・事後テスト基本統計量およびｔ検定結果：2015年度通年ERP受講者
  n 平均値 標準偏差 標準誤差 t df p
 事前テスト 24 454.3 17.9091 3.6556 4.4171 23 0.0001










































































































































































（注）1. スコア換算　A1:1 ／ A2:2 ／ B1:3 ／ B2:4 ／ C1:5 ／ C2:6





































































































































































年度 学期 レベル 科目名 受講申し込み提出スコア
受講者A
2014 秋 CE1 Essay Writing & Oral Presentation TOEFL 460*
   TOEFL®Preparation
2015 春 CE2 Academic Reading & Writing TOEFL 490*
   Media English 
 秋 CE3 Business English TOEFL 520*
   Critical Reading & Writing 
  GIS-Pre The City in Film 
2016 春 CE3 Advanced （Essay） Writing & Discussion IELTS 6.0
受講者B
2015 春 CE0 Reading & Writing TOEIC 515**
   Oral Interaction 
 秋 CE2 Academic Reading & Writing TOEFL 483*
   Academic Presentation & Discussion
   Media English 
2016 春 CE3 Business English TOEIC 765**
   Critical Reading & Writing 
 秋 CE3 Critical Reading & Writing TOEIC 765**
 * TOEFL®ITP Level 1
































































































































































1, 2, 3 寺内正典、沖田吉史、前圭子　4.1福澤
レベッカ　4.2　須藤祐二　4.3 河野雄飛　5.1尾










強化プログラム（ERP: English Reinforcement 
Program）のコース設置について―ERP科目
履修の単位化および卒業所要単位への組み込





















　（注6） TOEFL®ITP Level  1は、Listening
 Comprehension、Structure and Written Expression
Reading Comprehensionの３つのセクションで構成さ
れている。
　（注7） 2016年度ERP受講者の中で検証の条件を満た
す者の割合は、春学期3.2％（全受講者数474人中15人）、
秋学期7.8％（全受講者数319人中25人）、通年受講者で
は131人中1人であった。
　（注8） ERPの受講効果を事前・事後テストで検証す
る際、受講後のスコアは必ずしも一方向に変化すると
は限らないとの認識から、両側対立仮設を採用した。
　（注9） 抽象的でも具体的な話題でも、母語話者と緊
張することなく自然なやりとりができる（英検準1級
相当）のは、B2とされている。自己評価方法は、英
語を用いて「何がどの程度できるか」という設問に
対して回答するものである。ただし、限られた授業
時間内での実施するための自己評価シートであるため、
CEFR評価としての精度については注意が必要である。
　（注10） インタビューでは、ERPの受講目的および
動機、ERPの利点と改善すべき点、ERPから学んだこ
と、ERPを受講することによる英語学習への取り組み
への変化、ERPの他に参加した/参加を考えている海
外/国内プログラムや活動、卒業後の希望進路などに
ついて質問をした。
　（注11）「ダニング・クルーガー効果」という仮説に
基づくと、主に「認知的バイアス」に基づく「優越の
錯覚」などの要因により、当該能力の高い者の方が、
当該能力の低い者よりも当該能力を低く評価する傾向
にあり、一方、当該能力の低い者は、当該能力の高い
者よりも当該能力を高く評価する傾向があるとされて
いる。そのため、特に「自己評価シート」などの被験
者の主観に基づくデータ結果の分析及び解釈には、一
定の留意が必要である。
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「学部横断型英語強化プログラム」の展開と受講者データから見る傾向の分析
【添付資料】2016年度春学期英語強化プログラム（ERP）授業アンケート
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